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D  6 親 ・ 子 二 世 帯 同 居 家 族 の 住 ま い 方　 Ⅲ

第 ３ 報　 住 宅 の 権 利 関 係 の 実 情

日 女 大家 政　 ○沖 田 冨 美 子 ， 志 賀 英 ， 共 栄 学 園 短 大　 樋 口 真 基 子

目 的　 前 ２ 報 に ひ き 続 き 、 同 居 住 宅 の 権 利 関 係（ 取 得 方 法 、 取 得 費 用 、 返 済 金 額 、 抵 当 権

等 ） に つ い て 報 告 す る 。 前 報 の 一 敷 地 に 一 住 戸 と い う 住 居 形 態 に こ だ わ ら ず 、 調 査 対 象 地

域5 市 の 各 地 域 別 事 例 か ら 全 体 の 傾向 を と ら え る 。

方J£　 前 報 と 同 じ 。 な お 調 査 集 計対 象 世 帯 は148 件 、 そ の う ち76 事 例 を と り あ げ る 。
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土 地 の 規 模　 対 象 地 域 の同 居 世帯 は 全 体的 に 広 い 土 地 所 有 の 世 帯 が 多 い 。 東 久

留 米 、 国 立 、 府 中 の３地 域 は70 坪 以 下 、 町 田 地 域 は8  0坪 以 下 が 多 く 、日 野 地 域 の み81 坪 以 上

の 世 帯 が 多 い 。　 ② 土 地 所 有 権 と 取 得 方 法　 東 久 留 米 、 国 立 、 日 野 地 域 で は 借 地 世 帯 は ほ

七 ん ど な い の に 対 し 、 町 田 、 府 中 地 域 は 借 地 世 帯 が 多 い 。 同 居 住宅 を 建 築 時 に 土 地 を 入 手

し た 世 帯､は 日 野 、 府 中 地 域 に 少 な く 、他 の３地 域 は 既 入 手 世 帯 と 建 築 時 入 手 世 帯 と に 分 か れ

る 。　 ③ 住 宅 面 積 と 敷 地 面 積 と の 割 合　 既 人 手 世 帯 の 平 均 建 蔽 率 は 地 域 に よ る 差 は ほ と ん

ど な い 。　 ④ 土 地 、m 物 の名 義　 土 地 、 建 物 と も に 親 名 義 の 世 帯 が多 い 。 し か も 親 の 年 齢

が 高 く な る に つ れ 、　９ 子 ” あ る い ば 親、 子 両 方 ” の 名 義 と す る 世帯 が 増 加 す る 。 こ の 傾

向 は 土 地 よ り も 建 物 名 義 に 顕 著 で あ る 。 な お 子 及び 両 方 名 義 の 世 帯 を 親 名 義 世 帯 に 対 す る

割 合 で み る と 、土 地 に 関 し て は 東 久 留 米 地 域 を の ぞ く４地 域 で 親 名 義 世 帯 が 圧 倒 的 に 多 い の

に 対 し 、 建 物 に つ い て は 府 中 、 町 田 地 域 に の み 親 名 義 世 帯 が 多 い 。　 ⑤ 土 地 及 び 建 物 取 得

資 金　 い ず れも 名 義 人 が 出 資 者 で あ る ヶ － スが 多 い 。 特 に 親 世 帯 の 自 己 資 金 に 対 し 、 子 世

帯 は 借 入 金 への 依 存 度 か 高 い 。

（ 親・子 二 世 帯 同 居 家 族 の 住 まい 方　 第１報 、第２報　 日 本 家 政 学 会 第36 回 年 次 大 会 に て 発 表 ）


